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序

埼玉県北部に位置する新深谷市が誕生しま した。市城の南は比企丘陵と接し、北は

利根川を挟み群馬県と接しています。こ の広大な市域の問を荒川とい う国内でも有数

な大河川が貫流しています。

こうした豊かな自然猿境の もと，古代人の暮 らした足跡が埋蔵文化財と して今なお

多く 眠っています。なかでも、 縄文時代草創期の土器を出土した西谷追跡をはじめと

して， 再葬墓で著名な上敷免辿跡、県指定史跡の鹿島古墳群、 榛沢郡家正倉跡と想定

される「中宿古代倉庫群跡」や国指定重要文化財「緑釉手付瓶」 を検出 した西浦北迫

蹄など、 厘要な遺跡が多数存在します。

今回報告する 白山遺跡においては、昭和45年"--47年にかけて大規模な発掘調査が実

施され、 古墳跡24基、奈良～平安時代の竪穴住居跡90軒余をは じめ として、中世の居

館跡なとも検出され、 注目を集めました。特に、 2号墳から出土した女性埴輪4体は、

ほぽ原型を留めた賃重 なものであり 、市指定文化財となっています。

本報告書は、事務所建設に先立ち平成 7年に実施 した白山追跡 5次調査の成果を ま

とめたものです。 掘立柱建物跡 3棟余りの闘査でしたが、 白山迎跡の性格を考える上

での貸里な資料を追加することができま した。本書が学術 ・教育関係はもとより、文

化財の保護・保存の啓蒙 ・普及を図る資料として広く 活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、 発掘調査から報告書作成まで、 多大なる ご理解とご協力を賜

りました関係各位 ・諸機関に心より御礼申 し上げます。

平成19年 3月

深谷市教育委員ム

教育長 猪野幸男



例ロ

1 . 本苫は 埼玉県深谷市普済寺および岡里に所在する臼山逍跡の、平成 7年度に実施した第

5次発掘調査の成果をまとめた ものである。

2. 文化財保護法第57条の 3第 1項に基づく 事業者宛の指示通知は、 次の通 りである。

平成 7年11月29日付 教文第 3-452号

3. 文化財保護法第f57条第 1項に基づく 発掘調杏の通知は、次の通 りである。

平成 7年ll月29日付 教文第 2-l 4 6号

4. 発掘調査は平田重之が担当し、平成 7年1l月27日～平成 7年12月I5日にかけて実施した。

5. 出士品の整理及び実測 ・観察表作成は、竹野谷俊夫が行った。

6. 図版作成は、 宮本直樹 • 竹野谷俊夫が担当した。

7. 本忠の執箪は、宮本直樹が行なった。

8. 本~tに掲載 した資料は、深谷市教育委員会が保管 している 。

凡例

l一発掘調査位附圏は岡部l町都市計画図 (l/2. ~00 、’ 如 び 1 /10. 000) を、 辿跡分布図は固上

地理院発行 『木庄](I /2~. 000) を使用 した。

2. 磁構実測図は、現場では基本的に 1/20、カマド実測図を 1/10とし、 本再掲載の段階で

l /60及び I/30とした。追物に つい C:t、基本的に 1/3で掲載 した。

3. 図中の方位は、座標北を示す。

4. 辿物観察表の数値に（ ）のある ものは推定値、《 》のある ものは残存値を示す。

残存率は、 図示 した器形に対する大まかな残存程度を％で示 した。

5. 土府断面圏及びエレベーショ ン図のスクリーントーン（斜線）は、地山を示す。また｀図

中の数値は、標高値を示す。

6. 迎構実測図中の英数字は、 以下を表す。

SB掘立柱建物跡 SK士坑
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I 発掘調査の経緯と経過

l. 発掘調査の経緯

埼玉県北部に位四する深谷市は、埋蔵文化財の宝

庫として古 くから知られてきた。なかでも、 縄文時

代草創期の辿蹄と して有名な西谷迫跡や、弥生時代

の再葬臨を検出 した岡十坂迫跡、 重要文化財「緑釉

手付瓶」 を出土した西浦北迎跡など、著名な辿跡が

多い。

白山辿跡は、 J R高崎線岡部駅の北東に位竹する。

県道蛭川普済寺線と国道17号線に挟まれた範囲であ

り、東西680m、南北500mを測る。 殴跡の西度には

埋没谷が存在 し、 その西方には初期評家と想定され

る熊野辿蹄が展開する。

白山辿跡の発掘調査は、工場建設に先立ち昭和45年

に埼玉県教育委員会により実施されたのが始まり で

ある。約7.000111におよぶ調査の結果、 奈良～平安

時代の掘立柱建物蹄4棟、 80軒以上の竪穴住居など

が検出され、 多数の土器類や鉄製品が出土した。

47年には、団地造成に伴 い 1次調査地点 の北側

-10, OOOniの範囲が調査され、 古浜跡2,1基 （円瑣23、

帆立貝式 l)、 占屈～平安時代の竪穴住居跡 6軒が

検出された。 埴輪には人物埴輪や器財植輪をは じめ

として、多数の円箇埴輪などあるが、なかでも巫女

と想定される女性埴輪5体がほぽ完形で出土 したの

は特筆される。さら に、 方形に巡る区画溝を有する

中世の館跡や掘立柱建物蹄も検出された。

その後も、工場やアパー ト建設、個人住宅建築など

に先立ち、発掘調査が随時実施されてきた。

今回報告する発掘調査は、アパート建設に伴い平成

7年に実施したものである。

まず、 平成 7年lO月17日に、（株）ナチュラルメー

トの会 代表取締役 木村富男氏 （以下、「事業主」

と記す）から旧岡部町教育委員会 （以下「町教委」

と記す）に、 埋蔵文化財の所在についての照会があっ

た。町教委では、埋蔵文化財包蔵地図によ り開発予

定地が白山迎跡の範囲内であること、 辿構の存在の

有無を確認するための試掘調査を実施する必要があ

るこ とを害面にて回答した。その後、 事業主から試

掘調査依頼密が提出されたのを受けて、10月18日に

試掘調査を実施したところ、 掘立柱建物蹄などを確

認 した。

これをふまえて、町教委と事業主とで協議を誼ねた

が、 工事の変更は不可能であり辿跡の破壊は免れ

ないこ とが確実となった。このため、記録保存のた

めの発掘調査を岡部町辿跨澗査会が実施することで

調賂を進めた。事業主も これを了承し、平成 7年II

月21日付けで文化財保護法57条の2第 1項に基づく

埋蔵文化財発掘の届出が、町教委を経由 して文化庁

長官宛に提出された。

これを受けた岡部町辿跡調森会では、 文化財保護法

~7条の 1 に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出を所定

の手続きを経て文化庁へ提出した。

埋蔵文化財発掘届に対する事業者宛の指示通知は、

平成 7年11月29日付け教文第 1-1152号においてな

された。

実際の発掘調査は、 平成 7年11月27日に開始し｀

同年12月15日まで実施した。

2. 発掘調査・ 整耶報告の経過

(!) 発掘潤杏の地番及び辿跡番号

白山辿跡の埼玉県辿跡登録番号は、No.63-008で

ある。

澗査区の地番は、深谷市普済寺字前耕地139卜l、

1391-9、1392-2番地である。

今回報告するのは、白山追餅における第 5次調杏

にあたる。

(2) 表土除去

発掘調査は、平成 7年11月27日から沼手した。作

業は、まずバックホーによる表十．除去から始めた。

表土か ら 30~50cm掘り Fげると黄褐色ローム面が

表れたので、これを辿構確認面とした。

全ての作業を終えるのに、 1日を要した。

(3) 追構確認 • 基準点測砿

表土除去に引き続き、翌 6日には調査補助旦が調

査現場に入り、辿横確認作業を実施した。 その結果、

掘立柱建物跡3棟とピットを確認した。

辿構確認状況の写真撮影の後、辿構の掘り下げを

圃始した。

- l -





(4) 泊構掘り下げ及び医I化作業

迫構の掘り 下げは、 調査区西端から始めた。

政物の出土は少なかったが、 極力原位似を保つよう

にし、出土状況の写真撮影を行い、その後 II 20の

縮尺で圏化した D

なお、 基準点測伍については、株式会社東京航業

研究所に委託して、実施 した。

辿物を取り 上げた後、 掘り下げを実施 した。 各辿

柚が完掘 したところで、順次東方の追構へ移動して

いった。

全ての掘立柱建物蹄やピットの掘り 下げが終了した

時点で、 調査区全体の写真撮影を実施 し、その後に

全測図を作成 した。

調査の全工程が終了し、機材やプレハプ等の撤収が

完了 したのは、平成 7年12月[s日のことであった。

(5) 整理 ・報告

発掘調査で検出された辿物の水洗．接合は、 平成

18年 7月よ り開始した。これと並行 して、 図面の整

理作業を行なった。辿物の実測は平成18年12月に行

い終了後に写真撮影を実施 した。 翌19年 1月以降、

図版の作成と原稿の執節を行い、 印刷を開始 したの

は 2月のことであった。

報告？位）印刷が完了 したのは、 3月30日の事であ

る◇

3. 発 掘調査 ・整理 ・報告書刊行の組織

(1) 発掘調査 （平成 7年度）

岡部町追跡調査会会 長 丸山 忠雄

文化財保護室長 駒宮 史朗

文化財保匁室次長 米沢 倍夫

主 任 中野 弘

主 任 烏羽 政之

主 平 平田重之

JI 宮本直樹

臨 時 職 員 竹野谷俊夫

発掘調査参加者

大野 ハツ 大野カネ子 岡 和夫

小砂 辰治 小妙雄一 斎藤 好江

渋沢 ヤイ 高橋ちよ了・ 田嶋 律子

田中秀子 橋本 純子 長谷J![カネ

畑山せつ子 平野イ キ子 根岸達夫

根岸 弘子 三浦 フミ 山田勇平

矢内 忠良

(2) 整理 ・ 報告~I}刊行 （平成 1 8年度）

深谷市教育委員会教 育長 猪野幸男

敦育 次 長 古）ii 国康

次 長 巾木寸 ｛言Mt

同岡部教育事務所所 長 柳田一郎

課 長補佐 鈴木八十子

主 査 金井登美子

If 根岸 宏

I/ 烏羽 政之

I/ 森田宮雄

JI 宮本 直樹

臨時職員 竹野谷俊夫

fl 黙渕 恵

JI 佐藤由江

” 布施みゆき

- 3 -



II 遺跡の地理・歴史的環境

l. 地理的環境

白山逍跡は、埼玉県深谷市晋済寺字白山他に所在

する。 JR高崎線岡部駅の北東に位四し、辿跡の西

半部は現在岡里団地となっている。

深谷市は，西端が本庄台地、西部が櫛挽台地、酎

部が江南台地上にのり、 東部から北部域は妻沼低地

上に立地する。市の北端を利根川が束流 し、 南部を

荒川が賀流する。

白山追蹄は、 櫛挽台地北端部からやや内陸部にか

けて位四する。 追跡の中心か ら300m北は崖線とな

り、 眼下には妻沼低地が広がる。

2. 歴史的喋境

白山追跡の立地する櫛挽台地北部は、駅に近いこ

とや国迫17号線が通ることなどから早くから開発も

進み、これに伴う発掘調査も多数実施さ れてきた。

その結果、縄文時代～中世に至る様々な辿構 ・追物

が検出されている。

縄文時代では、西谷辿紛か ら押圧縄文・ 爪形文土

器などが検出され、草創期の土器と して注目されて

きた。 追構では、 四十坂辿蹄で前期の竪穴住居跡が、

上宿迎跡で後期の敷石住居跡が検出されている。

弥生時代では、 四十坂辿跨より縄文晩期～弥生初

期の土器群が出土し、弥生初期のまとまった資料と

して早くから注目 されてきた。その後、平成 2年の

発掘調査では、弥生土器を伴う再葬蘊や土堀臨群が

検出され、良好な資料の追加となった。

古m時代に至る と、 辿跡数は急地し、重要な辿柚

も多数確認されている。

四十坂辿跡か らは、 五領～和泉期に至る方形周溝

溢群が検出され、この段陛から後期群集墳まで連綿

と培臨が営まれていたこ とが知られる。中でも四十

塚古屈は、 横矧板鋲留短甲 • 五鈴鏡板付轡などを出

-~ し、これらの追物から 5世紀後半の当地域の首長

硲と捉えられている。

その後、 6世紀代には、やはり首長函と想定され

る寅稲荷塚古墳 （前方後円瑣）が四十塚占墳群内に

出現する。これ以降、首長塁は、お手長山古墳 （帆

立貝式古墳）・内出八幡塚古培（円瑣） • 愛宕山古坦

（方墳） とJI[頁次南東方向へ移動して築造されるこ と

が看取され、 首長の系諧を窺い知ることができる。

この他に、 白山迫蹄から は、6世紀代の古屈蹄24基

（円狛23、帆立貝式古憤 l) が調査された。弾琴植

恰や壺を捧げ持つ巫女の埴輪など 6体の人物埴輪が

ほぽ完全な形で出土したほか、多くの円筒埴輪や朝

顔形埴輪も出tしている。

なお、櫛挽台地北部における古瑣時代の集落は、

現在のところ中宿迎跡など数か所が確認されている

に過ぎない。この時代の鉗落は、戎沼低地に立地す

る砂田前迫跡 • 岡部条里追跡や本庄台地上の六反田

砒跡 ・ 大寄辿跡 • 宮西追跡などがあり 、櫛挽台地以

外に分布の中心がある。

奈良 • 平安時代になると、様相が一変する。それ

まで蕊域として利用されてきた熊野泣跡内に、突如

大集落が営まれる。これまでに162次に及ぶ調査が

実施され、 700軒を超える竪穴住居跡、 150棟の掘立

柱建物跡をは じめ、道路状辿構 • 大溝 • 石組井戸 ・

連房式鍛冶工房など特殊な辿構が多数検出された。

また、 円面硯 • 帯金具 ・ 店三彩の陶枕・ 刻字紡錘車 ・

陶製仏殿 ・i召きカマドなど一般の集落では見 られな

い資頂な辿物も多数出土している。

なお、集落の開始時期は、131次調査 1・2号竪

穴住居跡か ら出土した畿肉産土師器の年代観か ら、

7世紀第 3四半期と考えられているO l次調査では、

この時期に該当する 7間X3問の掘立柱建物踪をは

じめとする大規模建物群が検出されており 、初期評

家の性格が与えられている。

また、櫛挽台地緑辺部に立地する中宿辿跨からは、

大規模な倉I浪蹄20棟が規則的に配四された状態で検

出され、 榛沢郡街正食統と推定されている。

こ れ ら と 前後 して周辺の白山辿跡 • 岡辿跡 ・上宿

迫跡 • 新田股跡などに も集落が常まれるよ う になる。

特に、熊野辿跡の北東に位骰する岡迎跡は、8世紀

第2四半期と考えられる述華文軒丸1幻しなどの瓦が多

憤に採集されていたが、近年の確認調査により 、掘

込み地業を伴う基駁状の追構が検出され、近接する

住居跡か らは「寺」と巫占された土器も発見され、

廃寺跡であることが確実となった。

このよう に、奈良～平安時代の櫛挽台地北部は、

中宿辿跡・ 熊野辿跡を中心として、その周辺に集落

や寺院が展開していた状況が窺われる。

中 世では、 白山追跡や熊野辿跡 • 西龍ヶ谷辿跡か

ら方形に巡る溝跡が検出され、 館跡に付屈する もの

と推定されている。特に西龍ヶ谷辿跡では、軸を揃

えて並んだ 6棟の掘立柱建物群が確認さ れ、その企

画性から在地有力者陀の館跡と想定されている。
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1. 白山迎跡 〈占拍群 .lit令期集落 • 中世），叶館） 17. 西油北辿跡 （縄文 ． 占けt ~律令期集浴）

2. qi,; 社は跡 〈郡而正介 ・律令期犯落） 18. 千光ヽ 't'.il!跡 （占梢群 ・平安梨洛）

:1. 沌卜辿跡 （河川跡 ・律令期集浴） 19. 茶臼山辿跡 （占坑群）

4. 岡辿跡 (、'i院跡 ・古梢～律令期集落） 20. 伝 J:杉館跡 （中tit)
5. I.ii紐1条り填i跡 （古屈集落 ・条屯水III・律令期居宅） 21. 西龍ヶ谷迎跡 (tit令期低客 • 中世居館）

6. 砂田前 ・樋語迎跡（古瑣～平安集落） 22. 西谷迎跡 （縄文）

7. 熊野迎跡 （律令期集落 ・'iTl財・中 111:居館） 2:J. I源追跡 （縄文 ・古t.{t.奈良～平安）

8. 新田追跡 （律令掛l狙落） 24. 塚束迎跡 （山珀 ・律令紺I集落）
¥). 1癖迎跡 （縄文 • 山坑- ~ It令期集落） 25. 伝岡部六弥太館跡（鎌介 • 南北朝）

10. 四 I・坂i虹跡 （縄文知裕 ・弥知濯煤 ・周消煤 ・古坑群） 26. ・ti源追跡 （純文 ・古坑～平安 ・至町）

11. J駁ケ谷戸紺跡 （縄文 .,+,!ftffi'i≪. . 古屈群） 27. 岡部六弥太煤 （鎌介～屯町）

12. 水利辿跡 （縄文 • 山招集落 .J月溝松 ・古瑣群） A. I引 I坂浅llil山古瑣（円屈）

13. 新井迎跡 （律令期集洛） B.'.iii柏柑塚古tJt (前）j後円tft)
14, .ll直,-f迫跡 （古屈 • 中世集落） c. お手投山古tn (帆ゞ dl式古りtl
15. ノ刈又田迫跡 (.'』すti. 中llt集落） I). 1iif原愛御l古拍 (}j切）

16. 大祈迫跡 （縄文 • 弥生-t」t令期集落） r-:. 内出八輻塚古れ （円tft)

第 3図周辺の追跡分布
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m 発見された遺構と遺物

l. 白山迫跡の概要

白山辿跡は、櫛挽台地北端部に展開する。追跡の

標高は55m前後であり、 南西から北東に向かって緩

やかな傾斜を有している。追蹄から北東へ約600m

で台地緑辺部に達し、眼下には利根川及び小山川に

より開析された妻沼低地が開けている。 沖粕地との

比邸差は 約18m程である。

辿跡はJR油崎線岡部駅の北東500mに位四 し、 国

道17号線と県道蛭川普済寺線に挟まれた範囲である。

迫跡の西半部は岡里団地となっているが． 束半部は

民家と畑地の混在する地域である。

白山辿跡は、 古瑣群および奈良時代～中世にかけ

て営まれた複合迫蹄である。初期評家と推測される

熊野迎跡とは、 埋没谷を挟み東に接する。

発掘調査は、 工場建設に先立ち昭和tl5年に埼玉県

教育委員会により実施されたのが始まりである。約

7. OOOm'におよぶ調査の結果、奈良～平安時代の掘

立柱建物跡4棟、 竪穴住居蹄80軒余り が検出され、

多磁の土器類や鉄製品が出土した。

47年には、 団地造成に伴い l次調査地点の北側

40. ooo,rfの範囲が18岡部町教育委員会により調査さ

れ、 古瑣跡24基（円揉23、帆立貝式 l)、古墳～平

安時代の住居跡 6軒が検出された。古坑周溝からは、

人物埴輪や馬形埴輪 ・器財埴輪をはじめとして、多

数の円筒埴輪などが出土した。なかでも巫女と想定

される女性埴輪 5体がほぽ完形で出土しており、平

成9年には町指定文化財となった。また、中世の辿

構では、方形に巡る汁かをもつ館跡や掘立柱建物跡も

検出された。

その後も、 工場やアパート 建設 ・個人住宅建築な

どに先立ち発掘調査が実施されてお り、現在まで 8

地点に及んでいる。

2. 発見された辿構と迫物

今回報告する第 5次調査地点は、深谷市普済寺字

前耕地1391番地である。辿跡のほぽ中央に位囮する。

発掘調査により検出された迎構は、 奈良～平安時

代に屈すると考えられる掘立柱建物跡3棟、土坑 l

基、ピット群である。 狭小な調査範囲のため、完掘

できた辿構はなかった。

以下、 順を追って詳述する。

1号掘立柱建物跡

調査区の東部に位骰する。 2号掘立柱建物跡とl

複する。

建物の南部及び東部が調査区城外に延びているた

め全容は不明であるが、3間X2柑l以上の側柱建物

と推測した。柱間は、桁行2.4m、梁行2.Imを測る。

主軸方位は、N-93°-Eを示す。

柱穴は4基が検出され、 いずれも円形を呈する。

規校は、直．径48-----71cm、深さ48"--'65cmを測る。

辿物は、 出土しなかった。

2号掘立柱建物跡

調査区の東部に位骰する。 1号掘立柱建物跡 ・倒

木痕と巫複する。

建物の南部及び東部が調査区域外に延びているた

め全容は不明であるが 3間X2問の側柱建物と推

測した。柱間は、桁行と梁行共に2.Imを測る。主

軸方位は、N-93° -Eを示す。

柱穴は5基が検出され、平面形態は円形ないし楕

円形を呈する。規模は、直径50~78cm、深さ 22 ----60

cmを測る。

辿物は、 出土しなかった。

3号掘立柱建物跡

調査区の西部に位陀する。

ピット 2基のみの検出であるが、とりあえず建物

節と想定した。よって、規校や主軸方位等は、不明

である。

柱穴は、いずれも円形を呈し、規校は径59cm、深

さ23-----4lcmを測る。柱間は約2.Imである。

辿物は、 出土しなかった。

1号土坑

調査区の西端に位骰する。

平面形態は楕円形で、 長軸82cm、短軸61cmを測る。

壁は角度を持って掘り込まれ、底面は平坦である。

確認面からの深さ は、76cmを測る。

辿物は 須恵器長頸壺が疫土か ら出土した。

ピット群

ピットは、 15基が検出された。

平面形態は、いずれも円形を基本とする。規膜は．

直径32~91 cm. 深さ 20~7'1cm を測る。

辿物は、出土しなかった。
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第 4図 白山 5次調査全測図
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第 5図 1号掘立柱建物跡実測図

.1)
 

↓
 

,i
”
 

木例

O 2m 
I -―, t-- - I 
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IV 調査成果のまとめ
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これまで述ぺてきたとおり 、今同の調査では掘立

柱建物跨 3軒の検出であったが、狭小な調査範囲の

ため完掘できた辿構はなかった

掘立柱建物跡からの出上辿物はなく ｀時期の確定

は困難であるが、埋土の状態から古代に屈すると推

測される。 なお、近接する1号七坑から須恵器の長

頸瓶が出土した。 時期は 7世紀後半と考え られる。

本調査において出土した唯一の辿物である。

臼山辿跡では、現任までのところ、迎跡の西部に

おいて8次の調査を実施している。確認調査を含め

ると奈良～平安時代の竪穴住居跡100軒、掘立柱建

物餅15棟余りが検出されている。追物は、土師器 ・

須恵器を主体に数多く 出土しているが、特徴的な迫

物も散見される。 1次調査78号住居跡の帯金具、3 

次調査4号住居蹄の帯金具と小札、6次調査 5号住

居跡の佐波理模倣坪、 7次濶査 5号住居跨のクルル

鉤などが挙げられる。帯金具は腰帯の付屈金貝であ

り、 官人の身分の表示として採用されたものである。

他の戦物にff!しても官街関連施設や寺院等で出土す

るこ とが多い。

一方、辿柚に関しては、竪穴住居跡と掘立柱建物

蹄などが混在し、各辿柚の規模も突出したものでは

ない。官衛関連施設と特定できるよう な股構は、検

出されていない。

しかしながら、本辿跡は西力の緩い埋没谷を挟み

榛沢評家と推定される熊野辿跨と接している。同辿

跡は7世紀第 3四半期から開始され、10世紀代まで

継続していることが判明している。

こうしたことから、白山辿跡は官人）習の居宅城と

推測される。

そして、本調査で検出された3基の掘立柱建物は、

この 1幽を占める ものであろうか。
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第 9図 1号土坑出土逍物実測図
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第10図 白山這跡 5次調査区周辺迫構図
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